
 

 

市会議案第９号 

 

吹田市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の 

制定について 

 

 上記の議案を提出する。 

  平成２９年５月２２日提出 

 

                吹田市議会議員  榎内  智 

 

                   同     橋本  潤 

 

                   同     斎藤  晃 

 

                   同     井口 直美 

 

 

 



( 1 ) 

吹田市条例第  号 

 

吹田市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例（案） 

 

吹田市報酬及び費用弁償条例（昭和２３年吹田市条例第７４号）の一部を次のよう

に改正する。 

第２条第１項第１２号を次のように改める。 

⑿ 前各号に掲げる者以外の特別職の非常勤の職員 前各号に掲げる者と均衡を失

わないように考慮して任命権者の定める額 

第２条第１項に次の１号を加える。 

⒀ 一般職の非常勤の職員（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２８条

の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除く。） 一般職の常勤の

職員と均衡を失わないように考慮して任命権者の定める額。ただし、吹田市職員

の勤務時間等に関する条例（昭和２６年吹田市条例第１６９号）第２条に規定す

る勤務時間（以下「正規の勤務時間」という。）が週を単位として定められてい

る職員にあつては、正規の勤務時間に対する報酬の額は、月額290,200円を超え

てはならない。 

第５条第２項ただし書中「第２条第１項第１２号」の次に「及び第１３号」を加え

る。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

（吹田市職員の勤務時間等に関する条例の一部改正） 

２ 吹田市職員の勤務時間等に関する条例（昭和２６年吹田市条例第１６９号）の一

部を次のように改正する。 

第２条第２項を次のように改める。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる職員の勤務時間は、当該各号に定

める時間の範囲内で、任命権者が定める。 

⑴ 地方公務員法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員

（以下「再任用短時間勤務職員」という。） 休憩時間を除き１週間について

１６時間から３２時間までの範囲内 

⑵ 非常勤の職員（再任用短時間勤務職員を除く。） 前項の規定による常勤の

職員の勤務時間の４分の３を超えない範囲内 

 

 

（提案理由） 

一般職の非常勤職員の報酬に上限を設ける必要があるため提案するものです。 



( 1 ) 

 

吹田市報酬及び費用弁償条例現行・改正案対照表 

    は改正箇所 

現            行 改     正     案 

 

（報酬） 

第２条 報酬の額は、次のとおりとする。 

⑴  

          －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

⑾  

⑿ 非常勤の職員（前各号に掲げるもの及び地方公務員法（昭和２５年法律第

２６１号）第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除

く。） 常勤の職員と均衡を失わないように考慮して任命権者の定める額 

２ 

         －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

４ 

 

 

 

 

 

 

  

（費用弁償） 

第５条        －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

２ 前項の旅費の額は、吹田市旅費条例（昭和２６年吹田市条例第１３６号）別表第

１項に掲げる者の例による。ただし、第２条第１項第１２号に掲げる者のうち市長

が必要と認める者に係る旅費の額は、同表第２項に掲げる者の例による。 

 

 

（報酬） 

第２条 報酬の額は、次のとおりとする。 

⑴  

          －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

⑾  

⑿ 前各号に掲げる者以外の特別職の非常勤の職員 前各号に掲げる者と均衡を失

わないように考慮して任命権者の定める額 

⒀ 一般職の非常勤の職員（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２８条

の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除く。） 一般職の常勤の

職員と均衡を失わないように考慮して任命権者の定める額。ただし、吹田市職員

の勤務時間等に関する条例（昭和２６年吹田市条例第１６９号）第２条に規定す

る勤務時間（以下「正規の勤務時間」という。）が週を単位として定められてい

る職員にあつては、正規の勤務時間に対する報酬の額は、月額290,200円を超え

てはならない。 

２ 

         －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

４ 

  

（費用弁償） 

第５条        －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

２ 前項の旅費の額は、吹田市旅費条例（昭和２６年吹田市条例第１３６号）別表第

１項に掲げる者の例による。ただし、第２条第１項第１２号及び第１３号に掲げる

者のうち市長が必要と認める者に係る旅費の額は、同表第２項に掲げる者の例によ

る。 

 

 

市会議案第９号参考資料 
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～ 



( 2 ) 

附則第２項関係 

吹田市職員の勤務時間等に関する条例現行・改正案対照表 

    は改正箇所 

現            行 改     正     案 

 

（勤務時間） 

第２条        －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

２ 地方公務員法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員（以下

「再任用短時間勤務職員」という。）の勤務時間は、前項の規定にかかわらず、休

憩時間を除き、１週間について１６時間から３２時間までの範囲内で任命権者が定

める。 

３ 

         －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

７ 

 

 

 

（勤務時間） 

第２条        －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる職員の勤務時間は、当該各号に定め

る時間の範囲内で、任命権者が定める。 

⑴ 地方公務員法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員（以

下「再任用短時間勤務職員」という。） 休憩時間を除き１週間について１６時

間から３２時間までの範囲内 

⑵ 非常勤の職員（再任用短時間勤務職員を除く。） 前項の規定による常勤の職

員の勤務時間の４分の３を超えない範囲内 

３ 

         －－－－－－－－略－－－－－－－－ 

７ 

 

 

 

～ 

～ 


